
活用状況選択肢

A　実施中の事業・施策の改善 ：7

B　現在、検討している事業・施策の参考 ：3

C　今後、事業・施策を検討する際の参考 ：4

D　その他　　　　　　 ：0

2021/7/7

～ 269 240 89%

2021/7/13

2021/7/7

～ 269 240 89%

2021/7/13

2021/7/21

～ 269 231 86%

2021/7/27

2021/8/4

～ 269 234 87%

2021/8/10

2021/8/18

～ 269 238 88%

2021/8/24

2021/9/1

～ 269 228 85%

2021/9/7

2021/9/15

～ 269 233 87%

2021/9/21

2021/9/29

～ 269 238 88%

2021/10/15

2021/10/13

～ 269 229 85%

2021/10/19

2021/10/27

～ 268 229 85%

2021/11/2

2021/10/27

～ 268 229 85%

2021/11/2

2021/11/10

～ 268 236 88%

2021/11/16

2021/11/24

～ 268 217 81%

2021/11/30

2021/12/8

～ 268 223 83%

2021/12/14

86.3%
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平均回答率

令和３年度「県民Ｗｅｂアンケート」結果の活用状況

医薬品の服用に関する
意識調査

　医療費の適正化における重要施策の一つとして、ジェネリック医薬品の推進及
び医薬品の適正使用が掲げられています。そのため、ジェネリック医薬品の使用
経験や重複・多剤投薬にかかる県民の意識調査を行い、今後の施策推進におけ
る参考指標として活用します。
　奈良県が策定した第３期医療費適正化計画の計画期間が平成３０年度から令
和５年度までの６年間であることから、経年比較を行うため、昨年度と同テーマの
アンケートを実施します。

A　実施中の事業・施策の改善

・地域の実情に応じたジェネリック医薬品の使用や医薬品の適正使用を促進するに当たり、
平成３０年度から地域ごとに順次立ち上げている「医薬品適正使用促進地域協議会」で市町
村や地区医師会、地区薬剤師会、地域の中核病院等とアンケート結果を共有する予定で
す。
　
・医薬品に対する県民意識を共有することで、ジェネリック医薬品の使用促進におけるアプ
ローチ方法の検討など、実施中の事業等の改善に役立てています。

医療保険課
薬務課

交通安全に関する調査
　横断歩行者が関係する交通事故を減少させるため、交通安全に関する調査を
実施し、県民の皆様のご意見をお伺いしたいと思います。

C　今後、事業・施策を検討する
際の参考

・アンケート結果から、信号機のない横断歩道に歩行者がいた場合に「必ず一時停止してい
る」と回答した方は約半数であった。

・一時停止しない理由としては「後続から車がきておらず、自車が通り過ぎれば歩行者は渡
れると思うから」、「（歩行者が歩きスマホをしているため）横断歩道に歩行者がいても渡るか
どうか判らないから」、「一時停止した際に後続車から追突されそうになる（追突されたことが
ある）から」などの意見が多かった。

・横断歩道で歩行者が犠牲になる事故が後を絶たないことから、横断歩道における歩行者
優先義務の周知徹底を図る。

安全・安心まちづく
り推進課

食品ロス削減の推進に
関するアンケート調査

　令和元年10月１日に「食品ロスの削減の推進に関する法律」の施行に伴い、県
では、令和３年４月に「奈良県食品ロス削減推進計画」を施行し、食品ロス削減の
推進に取り組んでおります。
　このたび、今後の食品ロス削減に向けた施策に活かすため、アンケート調査を
実施することにいたしました。調査の趣旨をご理解頂き、ご協力くださいますよう
お願い申し上げます。

A　実施中の事業・施策の改善

・アンケート結果から、「食品ロス」が問題となっていることを「よく知っている」県民の割合を、
食品ロス削減の指標として活用。

・アンケート結果から、「今後、食品ロス削減に取り組んでいくために、知りたい情報」を来年
度啓発イベントの内容を検討する際に参考。

豊かな食と農の振
興課

奈良県の住まいに関す
る意識調査

　人口減少・少子高齢化などの社会情勢の下、奈良県内の住宅地や住まいの在
り方も変化してきております。そのような中、県では「暮らしやすい奈良県」を実現
するため、「奈良県住生活基本計画」の見直しなど検討・議論を進めているところ
です。
　このアンケート調査では、コロナ禍等による社会経済情勢の変化に伴う、住まい
の在り方対する意識の変化を把握し、暮らしやすい奈良県を実現するための取
組みの検討にさせていただくため、前回に引続き、「各ライフステージにおける住
まいの在り方」「空き家」「中古住宅」などに対する皆様のお考えを伺うものです。

C　今後、事業・施策を検討する
際の参考

・来年度「奈良県住生活ビジョン」の改訂作業を行うにあたり、既存の統計調査結果等に加
え、今回のアンケート結果を参考とし、施策の検討に役立てる。 住まいまちづくり課

県広報媒体利用状況に
ついて

　県では、広報誌、テレビ・ラジオ、インターネット、ＳＮＳやスマホアプリなど多様
な媒体を活用して県政情報を発信しています。
　今年度も引き続き、各世帯へ配布している県広報誌「県民だより奈良」や県ホー
ムページ・ＳＮＳのほか、「ならフライデー９（ナイン）」などのテレビ放送の番組、ス
マホアプリ「ナラプラス」などについて、認知度や閲覧（視聴）頻度を調査し、より
一層の内容充実を図るためアンケートを行います。

A　実施中の事業・施策の改善

・アンケート結果から、県広報紙「県民だより奈良」は、県政情報の入手媒体として定着して
いることがわかる。今後も読者を意識した読みやすい紙面づくりを目指す。

・テレビ番組によって認知度にばらつきがあり、各種媒体における告知や、番組プレゼントな
どの県民参加の取組を行い、認知度の向上に努める。

・ホームページについては県政情報の入手先として県広報紙、テレビの次に利用されてい
る。引き続き随時点検・改善を行い、必要な情報を入手しやすく、わかりやすいホームページ
づくりに努める。

・広報広聴課所管の各種SNS（facebook「まるごと奈良県」、twitter「せんとくんのつぶやき」、
奈良県公式LINE）は、どのSNS媒体も概ね5割程度の認知度があり、それぞれのSNSユー
ザーの閲覧につながるよう発信内容を工夫する。

・H28年7月から配信を開始したスマホアプリは、徐々にではあるが認知度は向上しており、
年々着実にダウンロード数は増加している。今後も益々の認知度向上を図り、利用者にとっ
て活用しやすいアプリとするため、内容の充実に努める。

広報広聴課

奈良県の生物多様性に
ついて

　平素より、県の自然環境の保全にご協力いただき、ありがとうございます。
　県では平成２５年３月に生物多様性なら戦略を策定いたしました。同戦略では、
生物多様性への認知度を高めることを目標の１つに掲げております。そこで、皆
様の生物多様性への意識や認知度について現状を把握するためアンケートを実
施し、今後の取り組みに活用させていただきたいと考えております。ご多用のとこ
ろ恐れ入りますが、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

B　現在、検討している事業・施
策の参考

令和４年度より、生物多様性なら戦略改定事業を開始するので、改定作業にアンケート結果
を活用する予定。 景観・自然環境課

アンケートのテーマ
名

アンケートの目的 活用状況 活用状況詳細 課名
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　今年で12回目となる奈良マラソンを、安全に開催できることを条件に、12月12日
に開催いたします。秋以降はワクチンの一般接種がかなり進む見通しのため、開
催内容を見直し、徹底した感染症対策を行います。
　県民の皆様のご理解のもと、より良い大会運営ができますよう、皆様の認知度
や意識を調査いたします。毎年継続して調査を行うことで、経年の変化や傾向を
把握し、より一層魅力ある大会づくりを目指したいと考えておりますので、ご協力
をよろしくお願いいたします。

A　実施中の事業・施策の改善

・奈良マラソンの認知度は95.7％、大会開催の賛同率はコロナ禍の本年でも72.5％というア
ンケート結果から、多くの県民の方に認知・賛同いただいていることがうかがえる。

・アンケート結果を参考にしながら、令和３年１２月１２日（日）に奈良マラソン２０２１を開催し
た。自由回答の質問では、今年度は新型コロナウイルス感染症に関する懸念の声が多く、
感染症対策を徹底して開催した。

・「コロナ禍が終息した後の「奈良マラソン」の取組としてよいと思うものは何か」という質問に
対しては、「EXPOやガイドブックなどによる奈良の魅力発信をさらに推進する」「子どもからお
年寄りまで家族みんなで参加できる種目・イベントを実施するという回答が多かった。これら
の意見をふまえ、奈良の魅力発信のための取組や広報強化を行い、社会情勢を考慮した上
で来年度以降の奈良マラソンを大いに盛り上げるよう努める。

スポーツ振興課
（奈良マラソン実行
委員会事務局）

3

デジタル化に関する意
識調査

　県営馬見丘陵公園は、広陵町と河合町にまたがり、国内有数の古墳群と、良好
な自然環境が残された地域にある都市公園で、令和３年に開園から３０年経過し
ました。
今後も、県民の憩いの空間としてにぎわいを創出するため、県営馬見丘陵公園
のニーズを把握し、今後の実施事業の参考とさせていただくことを目的に、認知
度・魅力度・利活用に関するアンケート調査を行います。ご協力よろしくお願いし
ます。

奈良県のエネルギー施
策に関する意識調査

県広報媒体による新型
コロナウイルスに関す
る情報発信

2
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回収率回収数
アンケート
実施期間

　奈良県では、効率的で持続可能な地域公共交通の確保に向けて、県、市町
村、交通事業者等で構成される奈良県地域交通改善協議会において、毎年の利
用状況等に基づいて路線バスの運行計画の見直しを行うなど継続的に改善に取
り組んでいます。
　改善効果の検証や更なる改善策の検討のために、公共交通に対する満足度や
様々な利用目的・形態を踏まえた移動ニーズを継続的に把握することが必要で
あると考えており、県民の皆さまのご協力を頂き、今後の検討に際しての基礎資
料とさせていただきたいと考えております。

A　実施中の事業・施策の改善

会員数

デジタル戦略課

令和３年度策定予定の奈良デジタル戦略（地域デジタル化戦略）策定の参考とした。

さらに多くのご意見を伺うために、奈良デジタル戦略について、パブリックコメントを実施し
た。

C　今後、事業・施策を検討する
際の参考

　奈良県では、デジタル技術を活用して便利で快適な社会（デジタル社会）の実
現を目指しています。これからデジタル化を進めていくことに関して皆さまのご意
見を伺います。
なお、ご回答いただいた内容については、個人が特定される情報を除いた上で、
県庁HP等に掲載する場合があるほか、令和３年度策定予定の地域デジタル化
戦略策定の参考にさせていただきます。

　令和3年3月から感染者が急増する危機的な状況の下、奈良県では4月27日か
ら緊急対処措置を実行してきました。
奈良県広報広聴課では、緊急対処措置期間中、様々な媒体を通して、新型コロ
ナウイルスの関連情報を発信しています。
　新型コロナウイルス関連情報の入手先や緊急対処措置期間中に発信した情報
の認知度等を調査することを目的として、県広報媒体による新型コロナウイルス
に関する情報発信に関するアンケートを実施します。

A　実施中の事業・施策の改善

・奈良県が発信する新型コロナウイルスに関する情報は、幅広い世代で県広報紙「県民だよ
り奈良」や奈良県公式ホームページを利用して収集していると回答があったことから、「県民
だより奈良」やホームページを主軸に、SNSやテレビなど複数の媒体を組み合わせ情報発信
することにした。

・SNSを活用した情報発信では調査時点の投稿頻度（1日1～2回）が適当とする意見が半数
を超えていたことから、2月16日時点も1日に2回を超えない程度で新型コロナウイルス関連
情報の投稿を継続している。

・新型コロナウイルス感染対策のCM動画や解説動画はわかりやすいとの評価を得た一方
で、認知度が低いことが分かったので、SNSでの感染対策の呼びかけに当該動画のリンクを
つけることで動画サイトに誘導し、視聴回数の増加につなげた。

広報広聴課
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4

県内の公共交通に対す
る満足度等に関するア
ンケート

奈良マラソンに関する
県民意識調査

　自転車は子供から高齢者まで幅広い年齢層にわたり、身近で手軽に利用でき
る移動手段です。
しかし、自転車は車両の仲間であり、正しく利用しないと事故を起こす危険な乗り
物になってしまいます。
このことから、自転車の安全利用に関する調査を実施し、県民の皆様のご意見を
お伺いしたいと思います。

A　実施中の事業・施策の改善

・アンケート結果から、約半数の人が自転車を利用していることがわかった。

・自転車条例により自転車保険の加入が義務となっているが、自転車保険加入率は約７割
であった。引き続き、各種広報啓発を行うことで、自転車保険加入率の向上に努める。

・自転車利用時のヘルメット着用率は非常に低くなっており、「着用が面倒だから」、「周りの
人が着用していないから」などの理由により着用しない人が多いことがわかった。

安全・安心まちづく
り推進課

B　現在、検討している事業・施
策の参考

・馬見丘陵公園の魅力について「四季折々の花」の比率が最も高い点、また馬見丘陵公園を
利用する目的について「花鑑賞」の比率が最も高い点を参考として、「花」をテーマに更なる
魅力向上の検討を進める。

・馬見丘陵公園への主な交通手段として電車の利用が低い状況にある点、また馬見丘陵公
園を利用する目的について「花鑑賞」に次いで「気分転換・リフレッシュ」「散歩」の比率が高
い点を参考として、最寄り駅である近鉄池部駅に近い緑道エリアにウォーキングルートの環
境を整備することについて検討を進める。

・馬見丘陵公園に不足しているものについて「休憩所」の比率が最も高い点を参考として、休
憩所の充実に向けた検討を進める。

・馬見丘陵公園に行ったことがない方の約30％が馬見丘陵公園の見所が分からないという
アンケート結果を参考に、多様な媒体を通じて馬見丘陵公園の見所について情報発信の強
化を図るべく検討を進める。

リニア推進・地域交
通対策課

県営馬見丘陵公園につ
いての認知度、興味度
調査

自転車の安全利用に関
する調査

　奈良県のエネルギー政策は、環境にやさしいエネルギーの利活用による地域
活力の向上、緊急時のエネルギー対策の推進、エネルギーをかしこく使うライフ
スタイルの推進を基本方針としています。2050年までに二酸化炭素等の温室効
果ガス排出を実質ゼロにする脱炭素社会の構築を目指すため、今回、平成30年
度に行ったアンケートと同内容である再生可能エネルギーや、水素を燃料とした
次世代自動車等に関する意識調査にご協力いただき、現在のニーズや意識の変
化を把握し、今後の施策を検討するための参考指標として活用したいと考えてい
ます。

B　現在、検討している事業・施
策の参考

・次期エネルギービジョンに、アンケート結果の一部（水素ステーションの認知度）を記載し
た。

・アンケート結果から、まだまだ認知度が低いことがわかったため、イベント開催に際して、普
及に努めることとした。来年度も引き続き、普及啓発イベントを開催する予定である。

環境政策課
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公園緑地課

　奈良県では、古事記完成１３００年にあたる２０１２年から、日本書紀完成１３００
年にあたる２０２０年までの９年間にわたり、「なら記紀・万葉プロジェクト」を推進し
てきました。２０２１年以降も歴史的記念年等にあわせた主要テーマを設定し、そ
れぞれの時代を考えることにつながる取組を進めるとともに、奈良県各地が登場
する歴史関連書物の掘り起こしや整理、情報発信を行い、プロジェクトを推進して
いきます。そこで、奈良県の歴史文化資源を代表する資源である、古事記・日本
書紀・万葉集について、皆様の認知度、興味度をお伺いしたいと思います。
　このアンケートは平成22年度より同様の設問で実施しておりますが、経年によ
る変化も把握したいと思いますので、過去のアンケートにお答えいただいた皆様
も御協力をお願いいたします。

C　今後、事業・施策を検討する際の参考

・平成22年度から同じ設問によるアンケートを実施し、「記紀・万葉」に関する県民機運の醸
成の経年変化を調査。11年分のデータ蓄積によって、県民の認知度、興味度がより鮮明に
なり、また、記述式回答にも積極的にご意見をいただき、今後の広報や事業展開を考える際
の参考になってる。

・アンケートのご意見を参考に、県民の方に、「記紀・万葉」により親しんでいただけるイベント
の実施を検討する。

・SNS等イベントの周知が十分でないとのお声を踏まえ、情報発信の強化を検討する。

文化資源活用課
古事記・日本書紀・万
葉集についての認知
度、興味度調査

・アンケート結果及び各設問でいただいた意見については、奈良県地域公共交通改善協議
会などの場において、県のみならず、市町村、交通事業者等と共有し、地域における公共交
通のあり方の検討に活用させていただきました。


